
 1 

Ⅰ 調 査 の 概 要 

 

１ 調査目的  スポーツの実施状況等に関する国民の意識を把握し、今後の施策の参考とする。 

 

２ 主な調査項目 

（1） 健康・体力に関する意識について 

（2） 運動・スポーツの実施状況と今後の意向について 

（3） スポーツ観戦について 

（4） 運動・スポーツをささえる活動の参加状況について 

（5） 運動・スポーツの価値や Well-being について 

 

３ 調査要領 

   ①モニターによるインターネット調査 

（1） 調査地域：全国 

（2） 調査対象：18～79 歳の男女 

（3） 対象パネル：「楽天インサイト」パネル 約 220 万人 

（4） 調査方法：上記パネルの登録モニターを対象とした WEB アンケート調査（※1） 

（5） 回収数：有効回収数 計 40,000 件 

（6） 回収割付：調査対象の人口構成比（※2）に準拠した割付（※3）（※4） 

（7） 調査実施期間：令和 5 年 11 月 2 日（木）～ 11 月 30日（木） 

（8） 調査実施機関：株式会社サーベイリサーチセンター 

※1…無作為抽出した対象者にメールで協力依頼を行い、目標回収数に達するまで回答を WEB で受け付ける

手法。 

※2…令和４年度住民基本台帳を基に設定。詳細は以下のとおり。 

※3…男性 10 代の回収件数は、「北海道」「北関東」「北陸」「東山」「東海」「九州・沖縄」の地域で目標値を

下回ったため（計 51 サンプル）、それぞれの地域内において男性 20 代を超過回収し、地域×性年代の人口

分布に極力近づくように調整した。 

※4…標本属性の性別「回答しない」は回答数僅少のため、＜Ⅲ 調査結果の概要＞及び＜Ⅴ 集計表＞の「性

別」「性年代別」の集計結果では対象に含めない事としており、合計数が全体とは一致しない。 

 

〔「18～19 歳」について、以降、「10 代」と表記している〕 

18～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70代 計 18～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70代 計

北海道 北海道 19 97 113 152 146 145 141 813 18 92 112 153 156 159 179 869
東北計 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 33 160 191 250 239 262 236 1371 32 145 180 237 236 271 270 1371
北関東 茨城、栃木、群馬 27 137 157 210 197 186 188 1102 26 120 141 191 183 186 207 1054
首都圏 埼玉、千葉、東京、神奈川 133 842 948 1205 1166 834 850 5978 127 820 893 1131 1079 822 981 5853
北陸 新潟、富山、石川、福井、 20 99 111 152 143 140 145 810 19 90 104 144 141 145 166 809
東山 山梨、長野、岐阜 20 94 103 142 140 129 135 763 19 85 96 133 136 133 153 755
東海 静岡、愛知、三重 52 280 312 402 385 311 326 2068 49 252 281 370 362 316 371 2001
近畿二府一県 京都、大阪、兵庫 66 355 377 500 495 381 422 2596 63 357 381 509 506 406 510 2732
その他近畿圏 滋賀、奈良、和歌山 15 73 80 106 103 93 100 570 14 69 79 107 108 101 117 595
中国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 29 141 158 211 192 187 201 1119 27 131 151 203 195 197 234 1138
四国 徳島、香川、愛媛、高知 14 67 78 108 99 103 108 577 14 62 76 105 103 110 127 597
九州・沖縄 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、

沖縄
58 271 321 404 367 393 358 2172 56 269 326 408 388 418 422 2287

486 2,616 2,949 3,842 3,672 3,164 3,210 19,939 464 2,492 2,820 3,691 3,593 3,264 3,737 20,061

地域区分 地域詳細
男性 女性

計
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②有識者会議の設置 

（1） 有識者委員名簿 

 

※敬称略 五十音順   

（2） 有識者会議概要 

 

石黒　えみ 亜細亜大学　経営学部　准教授

伊藤　央二 中京大学　スポーツ科学部　准教授

神野　賢治 富山大学　教育学部　准教授

松尾　哲矢 立教大学　スポーツウエルネス学部　教授

第一回　日時 令和5年9月5日（火）14:00～16:00

開催場所 オンライン（Zoom）

議題 １．有識者委員会の開催について

２．本調査の作成物について

３．スケジュール

４．これまでの世論調査の流れ

５．昨年度の調査項目の内容

６．分析方法について

７．本調査の課題

８．意見交換

第二回　日時 令和5年10月13日（金）13:00～15:00

開催場所 オンライン（Zoom）

議題 １．過去調査の優先順位の確認

２．第1回有識者委員会を踏まえた対応について

３．意見交換

４．スケジュール

第三回　日時 令和5年10月20日（金）15:00～17:00

開催場所 スポーツ庁内 会議室

議題 １．今後のスケジュールの確認

２．R5 調査票（案）の確認について【①R4 調査項目からの削除、変更】

３．R5 調査票（案）の確認について【②新規設問項目】

４．意見交換

第四回　日時 令和6年1月19日（金）13:00～15:00

開催場所 オンライン（Zoom）

議題 １．「分析結果の概要」について

２．「地域スポーツ推進計画の策定及び同計画の進捗管理における負担軽減」について

３．意見交換
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